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ノ
し ) 与 式 = 一 2 x

～

( 2 ) 与 式 = 一 15 ± 2

= 一 13
～～

( 3) 与 式 = 4 x y × 2 Y
= 8xyomm

( 4 ) 式 を 整理するとと
て x x = 1 ± 2

6 x = 3

x = 圧
m～

( 5) ⑪ =

万造
×r 問

=唔
= 2 √6

よって
,

与 式 = 2√2 . 3万
=

一6
m



( 6) 与式 = ( x t 4 ) (x 5 ) ～
～

( 7 ) ( 4 x 3 y = 10ー ①

3 x t 2 Y =1 」 ②

① × 3 一 ② × 4 より Y =
= 2 を ① に 代入 して

4 x 3 × ( 2 ) = 10
12x 9 y = 30

4 x 十 6 = 10
12 x 十 8 Y = 一 *れ丹

4 x = 4
ー 17 Y = 34

x = 1
y = 一 2

よて ,
x

= ,
Y
= 21～
～

( 8 ) 2x 3x 3 は 因数分解 できないので 解
の 公式 を 用 いる

x
= ( 3 ) ±√ C 3) 4 × 2 xt 3)
=

3 ± V 33年
参考
axi tbct ( = 0 la も o ) の 解 の 公式

は ー一



( 9 )

国 の LCOA は
～

LCOA = 360 140
ー

↑ = 2 200

U X
上 円周 角 の 定理 より
2

22 00

Lx = ∠ COA × 五
= 220 × 王 = "～

( IO )
Y = axtb

Y = ax t b は 左上がり

なので ao

y = xe
↑ 左上 がり 切 今 b は 正 の 値 なので
0
← 正 の 値 b 7m
i

y = xx惑 Y =

x

上 は x が 正 の

x 7 σ のとき
,
値 のとき Y は 負 の

Y CO なので 値 なので C～
CEO

よて 答 えは出



( い )

ー
求 める角 8

.

のつ.
3

底面 の 円 周 の 長 さは
直径 人 π = 2 × 3 × π =匹

～

直径

LA O B = x とすると
, おうぎ 形 の 弓凡 の 長 さは

直径 × π ×

360
～
中心角

= 2 × 8 × π ×

36やー

直径

=45
円 周 の 長 さと 引円 の 長 さは 等 しので

6 π = 455 π x
x = 6 × 45 = 3 × 45 = 135

～



(

^ 子= 器 より ,π = 0成 の 形 をして

いれば 分 子 の 成 と 分母 の 成 が 約分 できる
。

また
。 整数 になるには ① が 6 α 約数 ( 1

,

2
,

3
,

6 )

であれば 良 い
O 2√万 のとき

15 = 成つ25 = 向 {
6戲 =旦整数

3√5 = 万5 万 の 形 で 答 え二 ので

65 = √ 540
ー 2万 = √2 × 2 × 15 =河
～

より
,

n = 15
,
60 , 13 5

,
540 の 4通 り
～

( 13 )

OEAB と O EDC におて

ソ AB 1/ CD より 錯角 が等

ーーn.二八 3
しいので

,

2 L EAB = ∠ ED C ー ①

1 x LEBA = L E CE 一 ②

①
,
② より 2組 の 角 がそれぞれ等 しので

0 EAB ∞ O EDC

対応 する 辺 の 比 は 等 しいので

ー AB : CD= E ED



= 2 : 3

したがって

D E : D A = 3 = 5

O DEF と ODAB において

EF 11 AB より 同位角 は

等 しいので
,

;r.
ー

放: LDE F = ∠ DAB ー ③

.
1 ∠ D FE = ∠ DBA ー ④

③
,
④ より 2組 の 角 がそれぞれ等 しので
O DEF ∞ 0 D AB

対応 する 辺 の 比 は 等 しいので

DE : DA = E F : AB
号 ≈ は

よって
5 E F = 6 ⇒ EF =

5

⑤
m

～

(別解 )

EF =最J
よ 舞= 2

=

5

～



( 14 )

箱 ひげ 国

～
四分位範囲

ー中

→心
とる四分数値↑ ヒ

最大値
最小値 l 第 2 四 分位数 = 中央値

第 1 四分位数

ア : 四分位範囲 = 第 3 四分位数 一第 1 四分位数
極端 な 値 は 箱 の 外 に 出 るので

,
その

影 響 は 受 けにくい
よて 正 しい
～

イ ; 四分位範囲 = 第 3 四分位数 一第 1 四分位数
よって 正 しい
m～

ウ : 平 均値 は 人 なので 記載 するが 箱 の 中央
にあるとは 限らない 。

よって 誤 り
m

ェ : 第 2 四分 位 数 と 中 央 値 は 同 じ 意味
である

。

よて 正 しい ～

～

以上 より 答 えは点



い 5角
.
ッいの総数 を x 匹 とする 。

[ 1 ] より 印 のついた 魚 の 割合 は

x

22
ッ

x 西 中 22 匹 に 印 あり

[ 2] より 印 のついた 魚 の割合 は

23

B ー 23 匹中 3 匹 に 印 あり

魚 の 総数 を推定するとこれらの 割合 は

変 わらないので

x

22
=

23

B

両辺 にくをかけると

22 = 23 x

x = 22 × 3
] 追 x = 22

= 5506
= 168 . 6
.

= 169 匹
～～～



( 16 ] 難問

相似 な 面積 比 ⇒ 相似比 の 2乗
相似 な 体 積 比 ⇒ 相似 比 の 3乗

S サイズと M サイズを 比較 すると

S の 体積 :

M の 体積= 33
=

: 43 = 27 = 164

S の 価格 : M の 価 格 = 160 : 3 20 = に 2

M サイズの 価 格 は S サイズの 価格 の 2 倍 に

対 し M サイズの 体積 は S サイズの 体積 の 2倍

以 上 なので , M サイズの 方が割安

価格 は 2倍
→

27

世4
= 6

. 07 倍
ー ヒ
体積 は 2倍

以上

S サイズ M サイズ

M サイズとしサイズを 比較 すると
M の 表面積 : しの 表面積 = 42 : 52 = 16 : 25

L の 高 さは M の 高 さの 2倍 なので

M の 体積 : L の 体積 = 16 :製
× 2



M の 価格 : L の 価格 = 320 : 960 = 1 : 3

サイズの 価格 は一 サイズの 価格 の 倍につ
対 し 。 サイズの体積 はサイズの体積のー→
以 上 なので

,
サイズの 方 が割安一

犧
3倍以上

「250
16
= 3

.

125

倍

M サイズ L サイズ

よって S サイズよりも M サイズの 方 が 割安で
,

M サイズよりも L サイズの 方 が割安なので
,

最 も 割安 なのはしサイズとなる
～

参た
人 体積 = 表面積 × 高 さ

巳 表面積 が 16 : 25

袖 ! 高 さがに 2

⑩ 250 なので

体積比 は 16 × 1 : 25 × 2 = 16 : 50



2

い ) X

ー

リー ?」
β←

Oー の 0～o

J , を 利用 する 。

ー

「
"

ー
のー

( 2 )

Y = ax
ユ

AB = 3 (3 ) = 6 cm

( o , 8 )
～

6
ー で 四角形 ABCD は

平行四辺形 なので
AB = CD = 6 cm

ー
0) よって 点 C の x 座標 は 60

i : 点 D の Y座標 は 8 で
一 3

AB 11 CD より 点 C の

Y座標も 8 。 よって 点 C ( 6
,

8 )
～

.

y = ax に

x = 6
, Y = δ を 代入 して

8 = a × 62
= 36 a

∴ a = 38 =点



点 A は Y = Ʃ x
2 のグラフ 上 にあり

,

x = = 3 より

yY = q × ( 3
P

= 2

点 B の Y座標 は 点 A の Y座標 と 等 しいので

点 B の Y座標 も 2

y = 2x 2 国 のように 点 H をとると

DO = 8
,
H O = 2 より

( 0 ,

ー
6

( 6 ,8)
～ DH = Do ー HO

"

!d : = 8 一 2

= 6

よって
,

ロ ABCD の 面積は
ら( 3 , 2 ) 謎)が 底辺 × 高 さ = 6 × 6

一 3 = 36cmmmm

3

( ) A ( 2 , 1 )
,
B ( 4

,
5) を 通 るので 求 める 直線 の

式 を Y = Qx tb とすると

( に 2 a tb ー ① a = 2 を ① に 代入 して
5 = 4atb～のに 2 × 2 tb

一 4 = 一2 a b = 3
a = 2

よって Y = 2 x 3 ～
～



(別解 )

点 A から 点 B まで
,
x の

増加量 は 2
,
Y の 増加量 は

人 4 なので

4 変化 の割合 =

Y の増加量二
xの増加量

さ
=告 = 2

1 次 関数では 傾きと 変化の 割合 は 等 しいので

傾 き = 2

求 める 式 を Y = axt b とすると , G = 2 より Y = 2ctb

これが 点 A( 2 , 1 ) を 通 るので

に 2 × 2 t 力 ⇒ b =ー 3

よって Y = 2 x 3 ～
～

( に )

より
,
点 P が Y = 2 x 3 上 にある場合 , 3 点

A
, BP

を 結 んでできる 国形 は 三角 形 にならない
点 P の 座標 は ( s

t
) で , δ
, t はさにろ

0

を 投 げたときの 出 た 目 なので
@

S : 1
,

2
, 3

,

4
,
5
,

6
0

t : 1
,

2
,

3
,
4

,

5
,

6



となる 。 このうち 点 P が Y = 2x 3 上 にあるのは

( 2 , )
,
( 3

,

3 )
,

( 4
,
5 )

の 3 通 りなので , 三角 形 にならな 点 P は 3 個
ある

。

m～

( ア )

2つのさころを 投 げたとき
,
全 ての 出 る 目 の 数 は

6 × 6 = 36 通 りなので
,
三角 形 になる 点 P の 個数は

36 3 = 33 個 ～
～ ( ^ )

( 3 ) y = 2x 3

まず □ ABP が 4 cm になる
0 ③ ときの 点 P の 座標を考 える

。

@ 0

0 点 P が [ 2 ,
5 ) ,

( 4 ,
1 ) のとき

～ ～

⑧ 0や

OABP = 2 × 4 × * = 4 cmm機
⑨

となる
。

00

次 に
, A Bを 底辺 としたときの 高 さを , AB に 平行な ～

～

直線 を 引 いて 考 える
～

平行線 の外側 に 点 P があれば 4 cmのより 大 きくなる

ので
,
4 cm 以上 となる 点 P は 6 t 9 = 15 個 ある

～～

( 2 ) より □ ABP が 三角形 となるのは 33個 あるので
求 める 確率 は

33成然



参考

l P Pi
l 11 m ならば
OABP = L ABP

1

0m 肖 B
⇒ 面積 は 同 じ

。Q
"

l Q 左国 で Qは l の 外側 に

あるので

LABQ C 0 ABQ
1

0

am B ⇒ □ ABQ の 方 が 面積 は

大きい

4

しい

ん

,



L APO と 0 BP O においてて

共通 な辺 は 等 しいので

Po = P 0 ー ①
0

円 の 半径 は 等 しので
OA = OB ー ② 7 接線

接点
e

A
,
B は 円 の接点 なので
L PAO = ∠ PBO = 90 ー ③

①
,
②

,
③ より

, 直角 三角 形 の 斜辺 と 他 の 1辺 が

それぞれ
等しいので

O AP O ≡ ∞ BPo

対応 する 辺 は 等 しので PA = PB (証明終わり )

(2 ) 難問

ーハー 「一渉中
ー

*スーー

:
ー
/ュ
ーシ
ー



円 R と 直線 l の 交点 (接点 ) を D とする
。

O PRD と O POA において

D と A は 円 の 接点 なので

∠ RD P = = σ A P = 90
^

ー ①

① より 同位角 が 等 じので RD " σ A
。
よって

LPRD = ∠ PoA ー ②

①
,
② より 2組 の 角 がそれぞれ 等 しので

ん PRD ∞ 0 PoA
相似比 は RD : 0 A = 3 : 5

よって , AR : A O = 3 : 5
⇒

AR : RO = 3 : 2

PQ
.
QO はそれぞれ 円 の 半径 なので

RQ = 3
, Q 0 = 5 . よて

RO = 3 ± 5 = 8 cm

AR : Ro = 3 : 2
∞

→ 2 AR = 24
.
AR = 12 m
～

0 PRD で 三平方 の 定理 より

PD =√ 120
～

? V1449
ー

= √B5

= 3成 cm

0 PRD ∞ 。 PoA で 相 似 比 が 3 : 5 より

PD : P A = 3 : 5 ⇒ PD = D A = 3 : 2

箔



よって

3 DA =
6成

DA = 285 cm

ーツー 5
一

ー
8

～ー
. う :ー「 ← ロ分

ー

ソへェ
ー

い
L 」

しい

.

ー

,

0
07 ミ
D

厂



O PD C と OPQ C におい一.

D と Q は 接点 なので

LPD C = ∠ PQC = 90 ー④
共通 な 辺 は 等 しので

R C = RC ー ⑤
PD RQ は 円 R の 半径 なので

RD = RQ 一 ⑥

より , 直角三角 形 の斜辺 と 他 の1 辺か。

それぞれ等 しいので
O RDC ≡ ∞ RQC

対応 する 辺 は 等 しので
D C = Q C ー @

おいAccooc
と Q は 接点 なのでA

9oAc= concs
共通 な 辺 は 等 しいので

ーoc = 0 c @
は 円 R の 半径 なのでra

ーoA = 00 ⑩
ょり

, 直角 三角 形 の 斜辺 と 他 の 1 辺が88%
それぞれ等 しいので

0 OAC ≡ O OQC

対応 する 辺 は 等 しので
Q c = C 一 ⑩A



⑦
,

① より

=ACDC

D.
↓

し 」

^

, ^
)写一四弥1
何～

よって C は DA の 中 点 である
。
DA = 25 より

D C = 2√5 ÷ 2 = 成

よって

P C = PDtDC
=3√5 t 5
= 4成 cm
～～


